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三畳紀中期大型魚竜化石ベザノザウルス

一歌津町魚竜館の展示から一

佐藤喜男1〕

はじめに

宮城県本吉郡歌津町にある歌津町魚竜館では,

平成11年7月20日から8月30日まで世界の魚竜化

石(5種類)の展示を行いましたが,ベザノザウルス

だけは実物大の写真による展示にとどまっていまし

た.平成11年11月6日の国際魚竜化石サミットと歌

津町･ベサｰノ町友好都市締結を機に,地質調査

所地質標本館と共同研究を行っているミラノ自然

史博物館,ジョルジョ･テルチイ博士に歌津町がベ

ザノザウルスのレプリカ標本の製作を依頼,平成

12年3月に完成し3月末に空輸されました.ベザノ

ザウルスは北イタリア･スイス国境の町ベサｰノ,サ

ンジョルジョ山中腹の化石産地サッソウカルトで

1993年に発見された魚竜化石です.ベザノザウル

スはベザノ層の漉青質頁岩部分から発見され,そ

の後,1996年にミラノ自然史博物館のダル･サッソ

ウ博士とピンナ博士によりシャスタザウルス科に属

する所属･新種の魚竜として記載されました.ベザ

ノザウルスは体長5mを越える大きな魚竜で,細長

い胴体と長い尾,細長い吻部を持ち,比較的小さ

な頭蓋骨が特徴です.またベザノザウルスと一緒に

クダノハマ魚竜と近縁なミクソサウルスも発見され

ています.今回,発見されたベザノザウルスの胸郭

部には“ベザノザウルスの胎児"が入った状態で発

掘されました.

て､三畳紀中期魚竜化石ベザノザウルス

て)ベサｰノ町産化石の研究史及びミラノ自然史博

物館の役割

1800年代の中頃からイタリア･スイス国境の町,

バレｰゼ地域のベサｰノ町からすばらしい保存状

!)タイ国チュラロンコン大学理学部地質学教室(元地質調査所員)

態の化石(特に魚類化石,海棲･海浜棲ハ虫類化

石,植物化石)が産出することは良く知られていま

した.1900年代になってミラノ自然史博物館の創立

者であるストッパｰ二によって科学的な研究が始ま

りました.採集された標本の一部はベサｰノ町の

町営魚竜館に,残りは全てミラノ自然史博物館に収

蔵されていました.ベサｰノ町から長い期間に亘

って,組織的な採集が行われ,すばらしい化石が

産出したのには理由があります.南ドイツ,ホルツ

マｰデンのジュラ紀前期の涯音質頁岩も同様です

が,化石を含む涯音質頁岩の中には当時,肌が美

自になる,火傷の治療にも効果のあると信じられて

いた,イクチオイル(直訳すると魚油)が含まれて,

盛んに採掘されていました.この岩相が繰り返し

露出するバレｰゼ地域でもベザノ層を対象に鉱業

的に採掘が行われ,これに伴って化石も産出して

いたのです.しかし,この時までに採集されていた

化石標本群は第2次世界大戦の空襲でミラノ自然

史博物館と一緒に焼失してしまいました.戦後,

1960年代になって,スイスのチュｰリッヒ大学付属

古生物研究所が中心になって研究を開始しました.

ベザノ層分布図(第1図)に示したようにスイス国内

の方にまでもベザノ層は分布しており,モンテサン

ジョルジョ山の山項部に近いトレ･ホンタｰナで大

規模な採集作業が行われ,またアンモナイト化石に

よる地質時代の決定が試みられました.彼らの採

集晶はスイス国境の町メリデ村営博物館やチュｰリ

ッヒ大学付属古生物研究所博物館に収蔵･展示さ

れています.

ミラノ自然史博物館では1975年からベサｰノ町

のリオ･ポンティチェロで野外調査及び化石採集作

業を始め,特に1985年からはサッソウカルトの化石

産地の土地を購入して組織的な化石採集作業を行

キｰワｰド:ベザノザウルス,大型魚竜化石,三畳紀中期､歌津町

魚竜館

2001年7月号�



一26一

佐藤喜男

�

葦ζ'ノ/巡､

}㌧へk

ザ･々“

ベツい

･i･…夢幽

PonCa■ag0

Aξ0

楓��椰

㊥ViggiO､

療ミラノ

ロンバルディア州

勺

迎副Sassoa胴d別胴醐(1996)による.

第1図化石産地及び化石含有層(ベザノ層)の分布.点状に示した範囲が三畳紀中期の地層群で黒く塗りつぶした部分

がベザノ層の分布範囲.十印はヌイス･イタリア国境線.
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R1e服e亘(砂93)による.

第2図サンジョルジョ山周辺地域地質断面図.
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って来ました.これまでに1,500個体以上の魚竜･

魚類化石,海棲･海浜棲ハ虫類の化石が発見され

ています.この化石採集作業はバレｰゼ地域の化

石愛好家(アマチュア)の人々の参加を募り,毎週､

土曜日の午前中にミラノ自然史博物館からの古生

物専門家の助言･指導の元に進められました.イタ

リア国内では基本的には専門家(博物館員,大学

の教職員,国立の研究機関の研究者)でない人た

ちの化石採集は禁止されています.ですから博物

館の採集作業を手f云うことによって化石採集は合

法的に行うことができ,博物館側としても無償の労

力提供という事でスムｰズに化石採集作業が長い

期間にわたって進展しました.

2)化宿産地周辺の地質及びベザノ層の地質時代

について

化石産地周辺の地質はベザノ層分布図(第1

図;DalSassoandPima,1996),地質断面図(第

2図;Rieppe1.1993)に示したように,下位から変

成岩体,二畳系,この二畳系を不整合に覆う三畳

系,そして三畳系と断層で接しているジュラ系から

構成されています.これら4つの岩体は北北東から

変成岩体,二畳系,三畳系,ジュラ系の順に配列

していて,見かけ上,南南西に傾斜した,大きな同

斜構造をしています.二畳系は特徴的な赤褐色の

斑岩,石英斑岩,凝灰岩からなり,この地域の家屋

の建築石材として採掘されています.ジュラ系は石

灰岩,苦灰岩,放散虫岩からなり,微化石から大型

のアンモナイト化石まで豊富に化石を産出していま

す.

三畳系は三畳紀中期から後期の地層群(下位か

らセルビノ層,サルバトｰレ苦灰岩,涯青層,石灰

質片岩層,ライフル層,山頂苦灰岩)からなり,貝

化石,アンモナイト化石などの示準化石が,どの層

準にも含まれています.特にライフル層は南アルプ

ス･北イタリア,ライフル地域の力一二アン期の模式

地になっています.

特徴的な互層の地層はイタリアの研究者に従う

とベザノ層,スイス側の研究者に従うとGrenzbitu-

menzone二言歴青層で,全体の層厚は5～16mで地

層は40～50｡の角度で南南西に傾斜しています

(第1･2図).ベザノ層の地質時代はアンモナイト化

石により,三畳紀中期,アニシアン期とラディニア

ン期の境界もしくはアニシアン期の最後期(2億

3,850万年前)と考えられています(Rieppe1.

���

3)化石産地及び産状

ベザノザウルスは北イタリア,バレｰゼ地域のベ

サｰノ町､モンテサンジョルジョ山の西側の尾根に

あるスイス･イタリア国境のすぐ側のサッソカルト

(SassoCa1do)で発見されました(第1図).ベサｰ

ノ町は日本で手に入る観光地図や1/25方よりも小

さい縮尺の地図では地名さえ記載されていませ

ん.1/5万地形図でやっと探し出せる位の,人口約

2,300人の小さな町です.ルガｰノ湖に近く,スイス

アルプスを間近に控えた避暑地で,7月一8月には

大勢の観光客でにぎわい,湖岸に沿ってホテル･

別荘が点在しています.宮城県歌津町とは共に,

魚竜化石が多産する町として1999年11月から友好

都市の関係にあります.ベザノザウルスはサッソウ

写真1ベザノザウルス産出地点の露頭の様子.白い部

分が苦灰岩,黒い部分が歴青質頁岩.サッソウカ

ルト.化石は番号の65番から産出した.
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カルトのベザノ層の厚さ10cm以下の石灰岩と,た

った厚さ約2～5cmの涯青質頁岩との互層の頁岩

部分から発見されました(写真1).露頭を離れて見

ると白黒のバｰコｰドのように見える地層で,サン

ジョルジョ山には,この漉音質頁岩を稼行対象とし

た鉱山が集中していましたが,現在は全て廃坑に

なっています.この涯青質頁岩は石油になる一歩

手前の物質(石沖根源物質)を多量に含んでいるた

めに石油臭く,乾燥していれば,火をつけることが

できます.実際に冬の化石採集作業では化石の入

っていない頁岩が木の代わりにたき火にくべられ

ていました.

魚竜化石の多くは,これまで,ほぼ地層面に平行

に横たわる形で発見されて来ました.しかし,ベザ

ノザウルスは遊泳姿勢のまま,ちょうど上から押し

つぶされた形で地層中に保存され,この時頭蓋骨

がはずれ,首だけ仰向けになった形で発見されま

した(第3図).頭蓋骨を除いて各骨格は関節状態

を保持しています.各部位の骨格の損失も殆どな

く,骨の保存状態は従来まで報告されている魚竜

化石と同様に､ほぼ完全な形で保存されています.

ベザノザウルスは露頭での地層番号65番の涯青質

頁岩から発見されました.涯青質頁岩の地層は薄

いので,魚竜化石等の化石が含まれていると,大

体の骨格の輪郭で削ります.これまでに魚竜化石

はミクソサウルス科に属するミクソサウルス･コｰナ

リアヌス(Mfxos舳mscoma11aηusBassani)の化

石が畳一枚の広さに3頭も密集して発見されてい
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第3図化石クリｰニング前にX線透過写真をトレｰスして得られた骨格全体をスケッチしたもの.右上のミクソサウルスの

体長は70cm.左胸郭部に胎児が含有されているのが分かる.DalSassoandPima(1996)による.
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ます.この他,体長が4mを越える様な大型の魚竜

化石であるシャスタザウルス科のキンポスポンティ

ルス(Cアηコわ｡sρoηdylusbuc乃serSander,1989)が

報告されています.魚類化石もほぼ完壁に保存さ

れた,菱形鱗魚類の化石が大量に発見されていま

す.魚類･魚竜の糞化石も豊富に含まれています.

4)大型魚竜化;百,魚竜化石胎児発見

ベザノザウルスの発見は1993年の春で,最初は

まさか露頭面(約4mX8m)全体に骨格が拡がって

いると誰も思わなかったようで,全体のレリｰフを

何度も確認して,ともかく,今までたくさん発見され

て来たミクソサウルスとは違った,大型の魚竜化石

を発見した事だけは確実なので,露頭面全体を分

割･切断(一枚,一枚をスレｰブと呼ぶ)してミラノ

自然史博物館に持ち帰ることになりました.博物館

では化石クリｰニング作業を始める前に各スレｰ

ブのX線写真を撮影して骨格全体を確認する事に

なり,各スレｰブは比較的薄いために(20mm前

後)医科用のX線写真撮影装置で撮影されました.

これら各スレｰブのX線写真をトレｰスして1枚に

つないだ物が第3図です.これらX線写真からスレ

ｰブ群の中には体長5m以上もある大型の魚竜化

石と小型のミクソサウルス･コｰナリアヌスが入って

いる事を確認することが出来ました.しかし写真4,

5に示したように,最初眼窩と思っていた場所は全

然違う部位であることが判明し,解剖学的な部位

写真2地層面に沿って苦灰岩の部分を取り除き,ベザ

ノザウルスの骨格をなるべく切断しないように慎

重に石版状(スレｰブ)に地層を切断･分割した.

地層面上には不明瞭ではあるが魚竜の形がうっ

すらと浮き上がって見ることができた.

Da1SassoandPinna(1996)による.

の決定はX線透過写真では行わない方が良く,し

かし骨格の全体の形を捉えるためには極めて有効

と判断されました.このX線写真を使用した結果,

化石クリｰニングによる骨格の損傷を最小限にくい

とめる事ができました.この作業を続けるうち第30

番目のスレｰブのX線写真では,なんと胸郭部に相

当する部位に体長O.7～1mの魚竜化石の物と考え

られる関節状態にある椎骨群が存在する事が発見

されました(写真6).化石クリｰニング作業後,椎

骨の形からベザノザウルスの胎児である事が確認

されました.つまり発見された魚竜化石はベザノザ

ウルスの妊娠した雌であり,この魚竜が卵胎生であ

った事が明らかになって,大々的にマスコミに取り

上げられることになりました.

5)ベザノザウルスのクリｰニング作業について

ベザノザウルスの骨格は3人の化石クリｰニング

作業に熟達した技術者の16,500時間(約3年間)に

も及ぶ実験室での化石クリｰニング作業後に研究

が始められました.化石を覆っていた岩石は双眼

実体顕微鏡下で小さなチゼル,針,二一ドルを使っ

て少しずつ取り除かれ,骨格は母岩からレリｰフ状

写真3化石は33枚のスレｰブに切断･分割され,搬出

された.スレｰブの厚さは20mm-25mm.

DalSassoandPinna(1996)による.
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写真4頭蓋骨X線写真.各部位のX線写真が撮影され,写真5

クリｰニング作業にあたって標本を壊さないで効

率よく作業を行うために,X線写真が有効である.

DalSassoandPinna(1996)による.

写真6胸郭部のベザノザウルス胎児X線写真

DalSassoandPinna(1996)による.

に浮き出ています.

今までの近代的な化石割出(クリｰニング)作業

の方法はエアｰツｰルによって,ある程度全体の形

を出しておいて,エアｰプラスタｰで細部をきれい

にしてゆき,更に細かい所は微細なタガネ状の振動

子の付いたエアツｰルで仕上げるのが一般的な方

法でした.しかし,ベザノ層の頁岩は固いようで有

機物を極めてたくさん含んでいるために,崩れやす

く機械的な化石クリｰニング作業は強すぎていっ

さい使えず,石版に彫刻を描くように炭化した骨格

と母岩の区別を付けながら化石以外の岩石部分を

辛抱強く彫り上げて除去してゆきます.この時に使

われたのが両端に超合金の針を付けてネジで締め

るようになっている道具(長さ10cm)で,針がすり

クリｰニング作業が終わったばかりのベザノザウ

ルス頭蓋骨.

DalSassoandPinna(1996)による.

減ったら,どんどん交換できる物を使っていました.

化石クリｰニングをしている彼らに店を紹介しても

らい,イタリアの模型屋へ求めに行きました.あまり

に安いのでびっくりしましたが,この道具は頁岩の

微細なクリｰニングには非常に有効で,クダノハマ

魚竜･ウタツ魚竜も最後の化石クリｰニング作業に

はこの道具を使用しました.クリｰニングをしてい

たイタリア人たちは,古生物学の特別な教育を受

けた人たちではありませんが,美術学校を出て職

がなく(イタリアでは学校を卒業しても就職口を探

すのが大変で,なかなか正社員(職員)として採用

してもらえません),博物館にアルバイトに来ていた

人たちです.手先が大変に器用で,残業はしませ

んが毎日8時間ざっちり仕事をしていました.絵を

描くのもレプリカを作製するのもお手のもので,彼

らの一人の書いたベザノザウルスの生態復元図は,

チュｰリッヒ大学の生態復元図と比較しても精練で

思わず｢完壁だ1｣と叫んでしまいました.レプリカ

標本でもクリｰニング技術のすばらしさを理解して

いただけると思います(写真7,8).

今回のレプリカ標本作製のために,化石を包ん

でいた38枚のスレｰブは,もう一度つなげられてシ

リコｰンゴムで型が取られ,そこから3つのレプリ

カ標本が作製されました.その内の2つのレプリカ

標本は現在,ミラノ自然史博物館(写真9),ベザノ

町営魚竜館(骨格部分だけ)に展示されています.

一方,原標本は研究のためにミラノ自然史博物館

の古生物部門に収蔵されています.
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写真7歌津町魚竜館魚竜館ベザノザウルスレプリカ標本.

写真9ミラノ自然史博物館ベザノザウルス展示コｰナｰ,

ベザノザウルス生体復元モデル.

6)ベザノザウルス骨格の特徴

発見された骨格はほとんど全ての部位が保存さ

れた,完壁な標本です.ベザノザウルスは,その小

さな頭蓋骨,薄くて,伸長した吻部(口先)を持ち,

すぐに吻状の頭蓋骨に移行し,短い頬骨部を持つ

のが特徴です.歯は非常に小さく,歯の埋没様式

はテコドントで同形歯性の歯を持つ事で特徴づけ

られます.頭蓋:体長比は1:9.42にもなります

(第4図).前仙椎骨群は60個,これは約11個の頸

椎?が含まれ､2つの仙椎骨と139個の尾椎前仙権

骨群に連なります.前頚肋骨は2頭性で残りは全

写真8歌津町魚竜館胎児含有部分拡大写真.椎骨群が

間接状態で配列しているのが観察される.

頭性(単頼性)を示します.腹部の椎骨はとても強

固に,正中線上で結合しています.尾椎骨部分は

長く(全体の長さの51%を占める),Y字型の山形

突起(神経弓を構成する)は短いのが特徴です.椎

骨末端部の神経突起が前方に傾斜していることか

ら,尾椎の下方への湾曲があったものと想像され

ます.前後の鰭足は四指性で名指性を示し,指骨

は20個に達します.前の鰭足は後ろの鰭足に比べ

て15%長いのも大きな特徴です.鎖骨･烏口骨は

シャスタザウルスに見られる基本構造を保持してい

ます.肩肝骨は非常に特徴的で腹部の接合部分は

薄くなり,先端部が切れ込んで前方部に寄った形

をしており,シャスタザウルス･アレキサンドラｰレに

似ています.そして肩肝骨の背の部分は非常に拡

がり,まるでミクソサウルス科の肩肝骨の,扇を広

げたような形をしています.腸骨は比較的広く,近

位端は内側に向かって拡がっています.その遠位

端は明らかにより肥大しているのが大きな特徴で

す.恥骨は深い閉鎖筋孔の穴を持った,ほとんど

丸い形をしています.前鰭足の中手骨群と指骨群

は丸い形をしています.大腿骨は上腕骨より細く,

しかし同じようにとても細く,幅広で,中間部がく

びれています.後部の副指骨群は明らかに前部の

副指骨群より伸長しており,脛骨は腓骨よりも長く,

中間部がややくびれています.腓骨は遠位方向に

膨れています.後部の鰭足の中手骨群と指骨群は

前鰭足に比較するとよわ細く,指骨群は中間部にく

びれを持った楕円形をしているのが大きな特徴で

す(第5図).
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第4図ベザノザウルス頭蓋骨ヌケッチ及び同定部位.DalSassoandPima(1996)による.
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第5図ベザノザウルス全身骨格スケ

ッチ.
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による.

7)ベザノザウルスの胎児について

X線写真では胎児は魚竜の胸郭部に入っており

(写真7,8),3～4個体分の脊椎骨群からなってい

ます.いずれも脊椎骨は関節状態を保持していま

す.胎児の体長は何れも0.7cm前後で一緒に産出

するミクソサウルスの成体とほぼ同じサイズです.
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頭蓋骨と四肢の部位の骨格は識別できない程､密

集しています.多数の個体が魚竜の体内から発見

された場合,胎児と考えるか,胃の内容物と考え

るか判別は難しいのですが,南ドイツのホルツマｰ

デンからはジュラ紀前期の頁岩から,同じように胎

児を多数,体内に含有したまま化石になっている

標本が比較的頻繁に発見されています.胎児が発

見される部位は,大多数が体の前部に移動して,

胸郭部がやはり一番多く,含有部位は決め手にな

らない(Bottcher,1990)と考えられます.親と同

じ種類であることの決め手が必要であり,ベザノザ

ウルスの場合,特徴的な椎骨の形で判断されまし

た.ホルツマｰデンでは体長5mのレプトプテリキ

ウスがステノプテリキウスを捕食した例も報告され

ています.魚竜は基本的には捕食者なでなので,

他の魚竜を食べる可能性はありますが,やはり魚

食性と推定されます.特にベザノザウルスの場合,

非常に細長い吻部を持ち,頭蓋も小さいので,ミク

ソサウルスの成体(体長0.7-1m)を飲み込む事は

不可能と考えられます.

Pε炉0ぬC0£α〃1㎜

G吻ρ加

2､ベザノザウルスの系統進化

(魚竜進化系列上のベザノザウルスの位置について)

分岐分類法に従った分類ではベザノザウルスは

シャスタザウルス(S加s亡as舳ms)と共通点が多く,

シャスタザウルス科の申でもより進化したグルｰプ

のシャスタザウルス亜科の所属･新種として分類･

記載され,キンポスポンティルス亜科のキンポソホ

ンティルス(Cymbosρ㎝ψ1us)と共通の祖先を持

つ(第6図)事が明らかになりました(Da1Sassoand

Pima,1996).ベザノザウルスの前鰭足は解剖学的

には三畳紀後期の魚竜とよく似ています.

分岐分類学は昆虫分類学から始まった新しい分

類方法で,生物の形質を原始的形質と派生形質に

2分して,祖先型にはない新しい形態的な特徴(共

有派生形質)を共有している集団を直接の子孫集

団としてまとめます.これを集団の申で繰り返し行

い進化系列を連続して作りあげてゆく分類方法で,

形態による類似性の度合いは数理統計的な手法に

よります.分岐分類法による分類はパｰソナル･コ

ンピュｰタによるソフトが開発されており,簡単に

結果だけは手に入れることができます.各系統は

ト

越

�

匿
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自
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三二11
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孤副S跳soa醜d固駆胴(1996)による.

第6図ベザノザウルスを含めた三畳紀魚竜分岐図.

常に2分岐となります(従来,系統図と呼んでいた

ものは,この方法では分岐図と呼んでいます).

DalSassoandPima(1996)では,33項目の骨格

の解剖学的な特徴をベザノザウルスを含む10の魚

竜化石属に対して試みられました.

3､歌潭町魚竜館展示標本

1)歌潭町魚竜館について

歌津町が魚竜化石で有名になったのは,1970年

のウタツ魚竜化石発見の時でした.当時まで研究

者にも稲井層群大沢層から大量に産出していた植

物化石片として扱われ,よもや海棲ハ虫類の骨格

の化石であるとは考えもおよびませんでした.しか

し明瞭に魚竜の頭蓋骨と考えられる化石が発見さ

れ(ウタツ魚竜化石模式標本),Shikama,Kamei

andMurata(1978)により古生物学的な研究が行

われ,組織的に記載された魚竜化石としては世界

最古,三畳紀前期末のScythian(2億4,000万年

前)であることが明らかにされました.その後しば

らくは魚竜化石の発見はなく,1985年になって稲井

層群大沢層より上位の伊里前層から,新たにクダノ

ハマ魚竜を歌津町役場職員が地籍調査中に管の

浜の海岸で発見しました.さらにその後,最初にウ
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ダツ魚竜が発見された館崎でも新たにウタツ魚竜

が発見され,地元の方の手で露頭でクリｰニング

が行われていました(佐藤ほか,1997).ちょうどそ

のころ,地質調査所地質標本館でのウタツ魚竜化

石展示のために,東北犬学理学部自然史標本館で

レプリカ作製のための型取りを終えた筆者が,館

崎の新標本･クダノハマ魚竜化石が相次いで発見

されていることを知り,歌津町の了解を得て研究

を開始しました.

その後,歌津町教育委員会,宮城県,文部省文

化庁の後援を受け,当時,5万分の1地質図幅｢津

谷｣を調査中だった元地質調査所員の鎌田耕太郎

氏(現弘前大学教育学部)と協同で,クダノハマ魚

竜の産出層準の確定作業,.館崎周辺でのウタツ魚

竜化石の分布調査を行いました(鎌田,1991).歌

津町管の浜の海岸は,現在は埋め立てられて大規

模な漁港に変わっていますが,昭和60年当時は館

崎と同様に稲井層群伊里前層の暗灰色の頁岩が

分布しており,現在でも魚竜館下の露頭で下位の

風越層との境界を確認できる伊里前層の模式地で

す.典型的な伊里前層の岩相と多少違って,生痕

化石による生物擾乱のない縞麗な頁岩で,一見す

ると大沢層の頁岩と極めてよく似ています.管の

浜地区の化石展示施設は,水産振興センタｰ2階

部分とクダノハマ魚竜化石産地の上に建物を建設

した魚竜館からなります.

展示概要(化石標本):平成12年4月

三畳紀前期末ウタツ魚竜化石(レプリカ

標本)

タイ王国産三畳紀前期魚竜化石(レプリ

カ標本)

三畳紀中期クダノハマ魚竜化石

イタリア,ベサｰノ産三畳紀中期魚竜化

石(2種,レプリカ標本)

イタリア,ベサｰノ産三畳紀中期海棲ハ

虫類化石(2種,レプリカ標本)

三畳紀前期～中期アンモナイト化石群

三畳紀後期皿貝化石群

カナダ,ブリティシュコロンビア産三畳紀

後期魚竜化石(レプリカ標本)

ドイツ,ホルツマｰデン産ジュラ紀前期

魚竜化石

2)歌津町魚竜館展示魚竜化石標本ベザノザウルス

写真7･8参照

標本の種類:レプリカ標本

標本の大きさ:2.51mX3.16m,魚竜の全長5.6m,

胎児の全長:0.6m

学名:βes伽｡s舳rusleρ亡｡肋yηc批sD∂/8∂sso

aηd乃血η∂

産地:北イタリア,ベサｰノ,サッソカルト

産出層準:ベザノ層

地質時代:中生代三畳紀中期(2億3,700万年前)

ミラノ自然史博物館のサッソウ･クリスチアノ博士

により,シャスタザウルス科に属する所属･新種の

魚竜として1996年に記載されました.ベザノザウル

スは体長5mを越える大きな魚竜で,細長い胴体と

長い尾,細長い吻部を持つ比較的小さな頭骨が特

徴です.またベザノザウルスと一緒にクダノハマ魚

竜と近縁なミクソサウルスも発見されています.当

初,標本の高さが大きすぎて飛行機に収納できず,

やむなく半分に切断することとなり,魚竜館に搬入

後,筆者により復元され,最終的な仕上げが行わ

れました.ベザノザウルスの源標本はミラノ自然史

博物館に保存されており,全骨格のレプリカ標本

は世界に2個しか作製されておらず,研究上も極め

て貴重な標本で,日本で公開されるのは初めてで

す.魚竜化石の発見されたイタリア,ベザノ町魚竜

館でも,2000年6月3日から同様の展示が始まり,

この日歌津町とベサｰノ町との電話会議が行われ

ました.

今回発見されたベザノザウルスの胸郭部には“魚

竜の胎児"が入った状態で発見されました.これは

魚竜の出産の仕方が,卵胎生であり,この様式は三

畳紀中期には獲得されていたことを示す大発見と

して世界中に広まりました.今後は歌津町でも伊里

前層準でベザノザウルスに相当する大型の魚竜化

石が発見される可能性があり,今後も調査･研究

を続けてゆく必要があると考えられます.

3)世界6大魚竜化石産地

これまで世界各地には魚竜化石が多産する事で

有名な町が5力所ありました(世界5大魚竜化石産

地).これらの魚竜化石産地はアメリカ合衆国のネ

バダ,カナダのブリティシュ･コロンビア,ノルウェｰ
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のスピツベルゲン島,南ドイツのホルツマｰデン

(ムッシュエンカルク),北イタリアのサンジョルジョ

山周辺です(Mazin,1986･MazinandSander,

1993).歌津町から2種類の魚竜化石(三畳紀前期

末のウタツ魚竜化石･三畳紀中期のクダノハマ魚

竜)が発見され,特にウタツ魚竜は密集層が館崎で

何枚も確認されており,日本の歌津町もこれらの化

石産地の仲間の一つに入れる事ができると考えら

れます(世界6大魚竜化石産地).また歌津町魚竜

館ではレプリカ標本ですが世界各地の三畳紀,ジ

ュラ紀の魚竜化石を集中して展示しており海棲ハ

虫類の進化を研究する上でも重要な施設となって

います.この他,歌津町館崎ではウタツ魚竜化石

の野外現地保存展示が行われており,またナウマ

ンによる日本の三畳系の発見の端緒となった皿貝

化石群(皿貝坂)も今後､文化財施設として整備さ

れる予定です.歌津町は三畳紀･ジュラ紀の地層

群の観察や古生物の勉強の場として十分な条件を

備えていると思われます.詳しくは佐藤(1999)を

参照して,是非一度,歌津町にお出かけください.
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